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万全の環境

ごみの安全

な処理 

資源の循環
エネルギー

周辺環境と

地域経済へ

経済性・耐
優れた施設

技術提案に

境保全対策 

全かつ安定的

環とごみ 
ーの有効利⽤

の調和と 

への貢献 

耐⽤性に 
設 

にあたって

公害防⽌
多段階の

 

的 ⾼性能ス
⼤規模地
ムを採⽤

 

⽤ 

ごみが持
を最⼤化
焼却灰中

 

豊かな⾃
デザインを
きる計画
建設⼯事
発注を⾏

 

３D モデ
ごみ処理
部⾨によ

鳥

ての基本的

⽌性能に優れ
の基準値設定

ストーカ炉によ
地震でも倒壊

⽤し、⼤規模地

持つエネルギーを
化します。 
中の鉄分を回

⾃然と地域に溶
を取り⼊れた動

画とします。 
事、運営管理
⾏います。 

デルを⽤いて詳
理施設の運転
よるバックアップ

工場棟

鳥取県東

的な考え⽅

れた信頼性の⾼
定・安定化対策

り、幅広いごみ
壊しない堅牢な
地震時でも安全

を徹底して利

収することで、

溶け込む施設
動線により、す

理業務におい

詳細な施⼯検討
管理業務に従

プにより、安全で

棟 

東部広域

⽅ 

⾼い処理システ
策で排ガス要監

み量・質の変動
な構造と、地震
全な施設とし

利⽤する⾼効率

最終処分場

設計画とします
すべての⼈が安

いて、組合域

討を⾏うことで
従事した熟練
で安定した運転

域行政管

テムを採⽤し、
監視基準を遵

動に対し安定
震による⼆次災
ます。 

率発電システ

場へ排出する焼

。また、環境機
安全・快適に参

域内に最⼤の

で、安全で効率
練地元⼈材の活

転管理を⾏い

管理

管理組合

、排ガス基準を
遵守します。

定した処理を⾏
災害を防⽌す

テムを採⽤する

焼却灰量を最

機能については
参加体験型の

の経済効果を

率的な施⼯を
活⽤と代表企
います。 

理棟

合可燃物

を遵守します

⾏います。 
するプラントシス

ることで、発電

最少化します。

は、ユニバーサ
の環境学習が

をもたらす地

を実施します。
企業本社の専

建築パース
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施設整備

業場所 

業概要 

・事業方式  

・事業期間  

・施設概要

・処理対象物

備・運営

  ：ＤＢ

  ：【建

【業

  ：【焼

【焼

物  ：収集

営事業

ＢＯ方式（設

建設工事期間

業務委託期間

焼却炉形式】

焼却能力】

集可燃ごみ、

技術提

設計・施工・

間】建設工事

間】平成34年

 連続

240t

事業系可燃

提案概要

運営管理（2

事契約締結の

年8月1日から

続運転式スト

t/日 （120t

燃ごみ、直搬

拡大

要 

20年間）一括

日から平成3

平成54年7月

ーカ焼却炉

t/日・炉×2

可燃ごみ、軽

図 

括発注方式）

34年7月31日

月31日まで（

（廃熱ボイラ

2炉） 

軽量残渣、し

 

まで 

（実運営期間

ラ付き） 

し渣、災害ご

間） 

ごみ 

全体配置

資料

 
置図 
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➊公害

５０

た信

➋多段

■

(対

 

■

■

 

．万全の

害防止性能

０年にわたり

信頼性の高い

段階の基準

本施設を運

項目 

停止基準値

要監視基準

自主管理基準

自主管理基準

運転基準値

対 要監視基準

■要監視基準

を持たせた

監視基準値

管理基準値

■いずれかの

場合は、運

を行います

には、速や

回避操作を

の環境保全

能に優れた信

り蓄積してき

い施設を建設

準値設定・安

営する上で重

ばい

（g/

値 0.

準値 0.

準２ 0.

準１ ―

値 0.

準値比） (-2

準値を超過す

た運転基準値

値と運転基準

値（超過アラ

の測定項目が

運転員によっ

す。また、自

やかに運転員

を行い、要監

全対策 

信頼性の高い

きた経験と最

設することで

安定化対策で

重要な地元と

いじん

/m3N） 

塩化

（p

.01 

.01 

009 

― 

008 

20%) (-

することがな

値にて運転制

準値の間に独

ーム）を設

が自主管理基

て設備点検

主管理基準

員は本社技術

監視基準値の

鳥

い処理システ

最新技術を駆

、排ガス基準

で排ガス要監

との協定値を

連続測

化水素 

ppm） 

硫黄

（

50 

40 

38 

35 

30 

-25%) (-

ないよう、十

御を行い、

自の２段階の

定します。 

準値１を超過

を含んだ安定

値２を超過

者の支援の下

超過を回避

鳥取県東

テムによる確

使した排ガ

準値を遵守し

監視基準を遵

を遵守するた

測定項目 

黄酸化物

ppm） 

窒素

（

100 

50 

48 

45 

40 

-20%) (-

分な余裕 

さらに要 

の自主 

過した 

定化操作 

した場合 

下、緊急 

します。 

東部広域

確実な排ガス

ス処理システ

します。 

排ガス基

遵守 

ための万全の

素酸化物 

（ppm） 

一酸

100 

50 

48 

45 

40 

-20%) (

域行政管

ス対策 

テムを採用

基準値遵守を実

の運転管理を

酸化炭素 

（ppm） （m

30 

30 

28 

25 

20 

(-33%) 全

管理組合

し、公害防止

実現する最新の

を行います。

定期測定

水銀 

mg/m3N）

ダ

0.03 

0.03 

― 

測定回数：

（地元協定：

独

全項⽬で 20%

管理基準

合可燃物

止性能に優れ

の処理システム

 

定項目 

ダイオキシン類

（ng-TEQ/m3N）

0.1 

0.05 

0.03 

４回/年 

：２回/年） 

独⾃の運転基準

%以上低減

準値運転対応例
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焼

最

例

施設整備

２．ごみの

ごみ変動に強

ごみ変動に強

焼と安定燃焼

大規模地震時

震度７クラス

止システム

３．資源の

ごみエネルギ

最新の高効率発

鉄分回収によ

焼却灰中の鉄分

最小化します

備・運営

の安全かつ

強い実績豊富

い実績豊富な

を実現します

時を想定した

の大規模地震

を採用し、大

の循環と

ギーを徹底

発電技術を組

よる焼却灰排

分は磁選機に

。 

営事業

つ安定的

富な高性能

な高性能ス

す。 

た強靭な施

震でも倒壊し

大規模地震時

ごみエネ

して利用す

組み合わせ、

排出量の最

により回収し

技術提

な処理 

ストーカ炉

トーカ炉を採

設計画 

しない施設の

時でも安全な

ルギーの

る高効率発

ごみが持つエ

小化 

し、最終処分

提案概要

炉の採用 

採用し、幅広

の耐震設計と

な施設としま

の有効利用

発電システム

エネルギーを

分場へ排出す

磁選

要 

広いごみ質お

と地震による

ます。 

⼤規模

用 

ムの採用 

をできる限り

る焼却灰量

機による鉄分

およびごみ量

る二次災害を

模地震による損

り有効利用し

を

分回収

量の変動に対

⾼性能ス

を防止するプ

損壊や⼆次災害

、発電量を最

対しても完全

ストーカ炉の特

プラント安全

害を防⽌する設

最大化します

⾼効率発電技

全燃

 
特⻑ 

 
設計 

す。 

 
技術 
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管

工

最

工

➋管理

来訪
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外
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．周辺環

場棟外観デ

並に溶け込み

る重厚な和モ

アースカラー

建物配置によ

管理棟とラン

工場棟の外壁

最新技術を採

工場棟全周に

⼭並

理棟外観デ

訪者を迎え入

しみを感じる

外壁 1階部分

玄関の天井に

玄関ホール受

⼭並みに
景観上の

環境との調

デザイン 

み自然と調和

モダンデザイ

ーを基調色と

より景観上の

ンプウェイの

壁は、シンプル

採用した安心

に設置した木

並に合わせたデ

デザイン 

入れる管理棟

るデザインと

分には大型連

には鳥取県産

受付には、鳥

に合せ建物を配置
の変化を軽減 

調和と地域

和するデザイ

ンをコンセ

とすることで

の変化を軽減

の外壁に伝統

ルな和モダン

心・安定なご

木調水平ルーバ

デザイン   

棟は、以下の

します。 

連窓を設置し

産の杉材を使

鳥取砂丘の風

北 

置し 

全体を
レンガ

鳥

域経済への

ン、伝統建

プトとして、

で周辺環境と

減した計画と

統建築様式で

ンデザインを

ごみ焼却施設

バーや連窓に

      

のような地産

し、室内外が

使用するとと

風紋をイメー

連

を引き締める 
ガ調タイルの階段

⼤

鳥取県東

の貢献 

築様式を取

、豊かな自然

の調和を図

します。 

である連子格

をベースに、

設としての安

により、水平

 伝統建築の

材や地元の

が連続する開

もに、遠く

ージしたデザ

連⼦格⼦

段室外壁

⼤型連窓による開

東部広域

り入れた地域

然と地域に溶

るとともに、

子をイメージ

工場らしさ

心感を表現

ラインを強調

の取り⼊れ  

名所をイメー

放感のある玄

からでも見え

インパネルを

地

開放的な空間 

域行政管

域に親しまれ

溶け込む施設

、南北へ傾斜

ジしたルーバ

を和らげる工

します。 

調し高さ方向

      

ージさせる内

玄関ホール

える軒先デザ

を設置します

地産材でむかえ

⽊調⽔平
⾼さ⽅向

⿃取県
親しみ

⿃取砂丘

開放感の

⿃取

管理組合

れる施設、安

設計画としま

斜する山並に

バーを採用し

工夫を施すこ

向の圧迫感を

     

内装を随所に

・多目的室と

ザインとしま

す。 

える開放的な管

平ルーバーと連
向の圧迫感を軽

⽬隠しル
鋼製扉等

県産杉を使⽤した
みを感じるデザイ

丘の⾵紋を取り込

のある吹抜

取県産杉を⾒せる

合可燃物

安心感を表現

ます。 

に合わせた

します。 

ことにより、

を軽減します

圧迫感の軽減

に取り入れ、

とします。

ます。 

管理棟デザイン

連窓により
軽減 

ルーバーにより
等の存在感を軽減

た
イン

込んだデザイン

る軒先デザイン

物処理施
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施設整備

環境学習・啓

学設備には体

地域経済への

建設工事に

運営管理業

５．経済性

３Ｄモデルを

Ｄモデルを用

見える化」

熟練運転員に

ごみ処理施設

配置し、豊富な

た運転管理

た、代表企業

隔支援シス

トラブル対応

備・運営

啓発機能 

体験型学習設

の貢献 

において積極

業務において

性・耐用性

を用いた詳細

用いた詳細な

して詳細に検

による安全で

設の運転管理

な経験と充実

を行います。

業本社（リモ

テムにより

応支援を行い

営事業

設備を多く取

極的に地元企

地元雇用率

性に優れ

細検討によ

な施工検討に

検討すること

で安定した

理業務に従事

実した資格保

。 

モートサービ

リアルタイム

います。 

技術提

取り入れ、主

業を活用し、

100％実現と

れた施設 

る効率的な

により、精度

とで、安全で

運転管理 

事した熟練地

保有者により

ビスセンター

ムでの安定操

リモート

提案概要

主体的な学習

、地元貢献を

と地元企業へ

な施工の実施

度の高い施工

で効率の良い

地元人材を多

り、安全で安

ー）から独自

操業支援、迅

トサービスセン

要 

習を促す計画

を最大化しま

への発注を進

施 

工計画を立案

い施工を実施

多数

安定

自の

迅速

ンター 

画とします。

⾒学設備

ます。 

進めます。

案・実施しま

施します。

真上から⾒下
施設のコント

迫⼒のある⼤

地域の分別区

 

備（配置プロッ

ます。複雑な

３D モデルを

下ろす中央制御室
トロールセンター

⼤画⾯で楽しみ

区分やごみのその

ット及び動線図

な工程進捗を

を⽤いた施⼯検

室は、まさに
ーと⾔った雰囲気

みながら環境学習

の後について学
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